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イ タリア半島を長靴に槍えると、その爪先に当たるカラプリア地方の一部

( A地域}と、題に当た るサレント半島の一部(B地域)では、今日でもギ

リシア語が使用 されている o A B両地援のギリシア語は、それぞれ基層とす

る言語の差の たのか、互いにかなり異なっている .こ の二つの言語緩島の成

立に関しては、次の二説がある o (a)古代ギリシ ア時代に侵入したギリシア

語 が、ラテン語に滅 ぼされ な い ま ま 2500余年生き延 びている o (b)古代ギリ

シ ア時代に侵入したギリシア語はローマ帝国時代に消滅し、ピザンティン時

代に改のて侵入したギ リ シア語が今日まで伝わっている.

Morosi，G.(1847-1890)、 Battisti，C.(1882-)は、 『広大な地中海世界をラ

テン 語化したローマ帝国が、藤元の AB両地域をラテン語化出来なかったは

ずはない.また、 A B両地域のギリシア語は、古 代ギリシア語よりもむしろ

現代ギリシア語に似ているので、古代ギリシア時 代 に侵入した人 q の言語が

緩いているのではない』と主張し、 (b)説を支持する.ごれに対して、 Rohlfs，

G.(1892-1986)、泉井久之助 (1905-1983)は s Morosi遣の説を明確に否定し、

(a)説を支持する.

今回は、 (b)説の 論拠となる直緩資料が入手出来なかったので、 (a)説の論

拠 を 筆者なりに分類し 、まとめてみた。

(1)歴史的資料(古代作家の証言、碑文、など)に基ず〈論拠

①古 代 ギ リ シ ア 植民都市の劇場とともに、そ こで使用 さ れ て い た ギ リ シ

ア語も消滅したという証拠は存在しないこと .

②シチリア島東海岸の都市(例えば、 Siracusa) には、 AD.3-5世紀の地

下墓地 が あ り 、その墓碑銘の 90%がギリシ ア 語 で 書かれていること.

③ローマ帝国全盛 期には、ギリシアはローマの支配 下に在ったが、ギリ

シア語は滅びなかったこと.

④北伊アドリア海岸の都市 Ravennaは、 AD.540-752年の問、ピザンティ

ン帝国 の支配下に在ったのに、ごの地のラテン語は何らギリシア語の
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影響を蒙っていないこと.もし AB両地媛へ のギ リシア語の侵入がピ

ザ ン ティン時代であったと仮定すれば、 Ravennaにも当然ギリシア語

が 入り込んでいたはずである.

⑤ B地域に近い Rudiae出身の Ennius (BC.239-169)は、 ApudFestu皿と

い う 作品の中で『当時の(A地械を合む)カラプリアの人 q は、土着

語 としてのオスク語と文化語・商業語としてのギリシア語を使う二重

言語生活をしていた』と証言していること.

(2 )言語学的考察に基ず〈誼拠

①『 政 治 的 地 位は失 われても、言語的には独立してい る 』 と い う 場 合 も

存在すること.フランスにおげるバスク詰が その好 例である.

<i.lAB両地域のギ リシア語には、現代ギリシア語のどの方言にも見られ

ない古い要素が残っていること.例えば、 agol色。 rフクロウ J (A地

域) . 

③カラプリア州中部の二つの都市 Nicastroと Catanzaroを結ぶ等語線以

南 (A地践を含む)の イタ リア 語カ ラプ リア 方言では、今日でも大量

の ギリシア語起源の語震が用いられていて、ラテン語起源の語嚢に乏

し い.逆に、この等話線以北では、ラテン語起源の語震が豊富である.

従 ってカラプリア州におげる古いローマ化の 波は 、こ の Nicastroと

Catanzaroを結ぶ等話線以北までであったということ.

@AB両地銭のギリシア語では二重子音が保持されていること.例えば、

古代ギリシア語の grammar文字』の -mmーは、ギリシア本土では AD.1-2

世紀頃単子音ーEーになった.従って、ピザンテ ィン時代のギリシア語

では既に単子 音で あった訳で、これが AB両地域に侵入したとは考え

られないこと.

@AB両地域の ギリシア 語 で は 、 r .・・することができる』という表現は‘

『助動詞+不定詩』で表わされるが、現代ギ リシア語では r助動詞+

na+接 続 法 』 が周いられる.この r助動詞+不定詞』待文は、ギリシ

ア本土では AD.2世紀 末 ま で し か 使 用 さ れ ていないこと。

以上、 (a) 説の論拠を列挙してみたが、 AB両 地 域の ギリシア諸に対する

イタリア 語の影響(例えば、 (2)④の論拠の場合、ピザンティン時代に侵入

したギリシア語の単 子 音が、イタリア語の二重子音の影響で二電子音に変化

した可能性}なども考 慮すると、軽軽に (a) 説を支 持する訳 に は い か な い よ

うに思われる.
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